
 

 

総学が変えた子どもたち、教職員、そして学校－エンゲージメントからエンパワーメントへ－ 

滋野哲秀（龍谷大学）、谷垣真実（高槻市立三箇牧小学校） 

 

1. 生活科と総学を学校づくりの軸にしたカリキュラム 

デザイン（６年間の系統的なカリキュラム） 

「小学校のカリキュラムの軸は何か」。伴走する学校の実践か

ら確信をもっていえる答えは「生活科と総学」である。小玉（2017）

は、東大附属中等教育学校公開研究会で「総学は水のようなもの

と言われているが、総学が主食で教科がおかず」と発言した。生

活科から6年生の総学までを6年間のカリキュラムとしてとらえ、

6 年かけてどのような子どもを育てるのかを学校全体で考える。

こうした学校づくりにより主体的に学ぶ子どもたちが育つ学校

へと変化する。 

本稿で紹介する「ミライ創生科」は 4年前からこうした理念の

もとで取り組まれ、子どもたちのエンゲージメントを高め、社会

とつながりパワフルな活動を生み出している。また、そうした活

動から、自由進度学習や教科における問いづくりなど次々と新た

な教育活動が展開されている。GIGAスクールにより導入された

端末は、この活動により一層効果的に活用され個別最適・協働的

な学び、そして社会に開かれた教育課程が形成されていく。 

 

2. ミライ創生科とともに成長したこどもたち 

2019 年に総合的な学習の時間を「ミライ創生科」と命名し、

取り組みはじめたとき、学校にとってこのミライ創生科は絶対必

要だと直感した。不登校児童や不安を抱える児童と個別に関わり

話をする中で、授業への意欲は減っていても、興味のあることに

対しての探究心や発想力は減っていないと感じていたからであ

る。日常を懐疑的に捉え、自らの興味や関心、身近な課題から探

究課題を見つけ出し、児童が主体的に探究に取り組めるように教

員は伴走者として支援を行っている。 

2019年には、3年生が空き教室を活用して「生きものラボ」と

いう研究室を作った。窓や扉を取っ払い、自分たちが研究してき

たものを展示したり、金魚やメダカなどを飼ったりする部屋で、

誰でも自由に入って研究や観察ができる部屋である。 

学校に来にくい児童や、教室に不安のある児童、母子分離不安

を抱えている児童などが、ラボで自分の今できる課題に取り組み

探究する姿も見られ、保護者がそこで見守る様子もあった。トラ

ブルが生じたり不安になったりしたとき、ラボで少し落ち着き、

教室に戻ってリスタートを切る姿も見られた。学校にはたくさん

部屋があるが自由に出入りでき、気楽に過ごせる部屋というもの

がなかったことに気づいた。 

自分たちで作ったラボだからこそ、教師が管理しなくても、役

割を決めて掃除をし、生き物を大切にする姿には驚いた。 

3. ミライ創生科からはじまった様々な学校の変化 

ミライ創生科からはじまった変化をいくつか挙げると、①不登

校児童の減少。「ミライ」がもっとあったらいいのにと話すミラ

イが好きな子どもたち。特に生活科での「全員ミニトマト」をや

めて「どんな野菜をつくりたいですか」。子どもたちの議論から

はじまる個別最適な学び。失敗は次の学びにつながりどんどん主

体的に活動する子どもたち ②４年生のスマイルプロジェクト

とともに英語の授業がレベルアップ ③給食の「牛乳の残量の変

化」という問いを自ら探究する児童 ④幼稚園長が絶賛する 1

年生の成長 ⑤市の魅力を発信する児童作成のポスターにバス

会社社長が感激のメッセージ ⑥教科の学習も深化（自由進度学

習、問いづくりなど）し、家庭学習時間も増加。学力が向上 ⑦

放課後の職員室は発表練習や外部に電話する子どもたちの場に 

⑧ミライが変えた親子の関係 ⑨教員組織の変化「ミライ推進部

が各学年の取り組みをサポート」「自由なミーティングと課題を

もとにした校内研実施」「公開研究会の開催」 など、子どもた

ちとともに学校が変わっていく。  

4. カリキュラムマネジメントと外部公開する校内研、これ

からの学校づくりに向けて 

 学習指導要領には「各学校における総合的な学習の時間の名称 

については、各学校において適切に定めること」と記載されてい 

る。しかし、ミライ創生科のように、生活科を含めて6年間で育 

てたい子どもたちの姿を学校づくりの中心に据えたカリキュラ 

ムを作成している学校は少ない。 

子どもたちの変容などの情報を全員で共有し、次の課題をも 

とに定期的に校内研を行う。これは低・中・高学年が一つになれ

る場である。また、それが自然なカリキュラムマネジメントにつ

ながる。そして参観を加えた校内研を外部に公開すれば、子ども

たちも教員もともに成長する場となる。こうした学校づくりは学

習指導要領の理念である「社会に開かれた教育課程」でもある。 


